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プレスリリース                                                      2013 年 7 月 25 日 

福岡市中央区今泉の 

中央保育園保護者の会 

保護者・保育士・市民の声を全く聞き入れることなく強行される、中央保育園移転

の件で市議会議員の皆様に陳情書及び公開質問状の提出をさせて頂きます。 

「今、そこにある危機。待機児童解消の裏に隠された利権と命の危険。」 

脱法保育園・ラブホ育園とまで言われている福岡市中央区今泉の「中央保育園」移転問題。 

連日、新聞やテレビで報道されている中央保育園移転計画の件で、高島市長は保護者達の意見を聞き検討する

と言った翌日に何の検討もなく、相当前に準備していた 3D パースを含む説明資料を使い、工事再開を発表。 

高島市長の暴走はこれだけにとどまらず、この問題を議会、議員に全ての責任をなすりつけ保身に走る始末。 

この件に関し今一度良識のある議員の皆様に再考願うと共に、福岡市政で人工島のように歴史に残る汚点となる

であろう悪政を防ぐ気持ちや問題意識をお持ちなのかを確認したく、陳情及び公開質問をさせて頂くものです。 

 

先般は皆様の報道のお陰で建設着工はひとまず延期となりました事、改めて感謝申し上げます。関係者だけではなく、一般

市民の方々も非常に関心が高くなっており、日々多くの応援の声をいただいております。重ねて御礼申し上げます。 

ようやく高島市長との面談の場を持てた喜びも束の間、事もあろうか面談の翌日に工事再開を運営法人に指示するといっ

た暴挙にでる行政(高島市長)の姿勢について保護者・保育士一同大変遺憾に思っております。今回はこの暴挙を本来であれ

ば未然に防げた市議会の運営に携わっておられた市議の皆様に再度この問題を見つめて、検証して頂き、福岡市の未来を担

う子供達が安全に安心して通える中央保育園を作り上げるべく声を上げて頂けるよう「陳情書」を提出させていただくものであ

ります。何度も言います。子供の安全が脅かされ、（株）福住のためでしかなかった場所にわざわざ保育園を移転させる事が

正しいのでしょうか？現場で働く保育のプロである保育士の先生達全員が声を揃えて言います、「あの場所に保育園が出来る

と非常時に子供達の命を失わせずに安全に非難させる事は極めて難しい」と。また毎日の送り迎えをする保護者からは「通う

のも凄く不安。登園下園の際に子供達を危険な目に遭わせないよう出来るのか」と。一方で単純な疑問が浮かびました。 

「果たして市議会議員の方々はこの中央保育園移転の件、また移転候補地について事前に知っていたのであろうか？」 

市の発表では平成 23 年 7 月の市政運営会議で移転の方針が正式に決定したようですが、すでにその時点で「現在の移転候

補地しか考えられてなかった」と福岡市こども未来局は認めております。少なくとも当時第二委員会に所属されていた議員は

知っていたはずと思うのが当然なのですが、市からの情報公開請求に基づき入手した資料を紐解くとあまりに議論がされない

まま、人知れず委員会を通過していった様子さえ伺えます。改めてこの点を市議会議員の皆様にお尋ねしたいと思い、公開質

問状という形で全議員に提出させて頂きます。回答を公開する公開質問といった形を取らせて頂いたのは各議員がこの問題

に蓋をせず、誠意ある回答を心より期待しているからに他なりません。ご存知の様にこの問題に関して福岡市民を中心に１万

名を越える反対署名が集まっており、市民の注目も大変高いため、この件への対応により４千票程で当選する市議会議員の

方々の次回の選挙にも大きな影響を与えるものだと思っています。 

私達の後ろには多くの市民がついてくださっています。市民不在の市政になるのは本末転倒です。そのような福岡市に未来

はありません。また今回の保育園に適さない土地選定に、某市議会議員が裏で絡みあの土地を推し、他の議員に圧力をかけ

ているとも聞いています。それを防ぐこともせず、放置するような状況であれば、選挙で選ばれた現在の市議会議員の存在価

値すら疑ってしまいます。待機児童解消というもっともらしい理由はもうたくさんです。本当に待機児童ニーズの高い薬院地区

や平尾地区を無視し、実際は待機児童ニーズが 11 名の風営法の趣旨からも逸脱している歓楽街の土地に、定員 130 名を増

やした 300 名という巨大マンモス保育園を建設することは保育士の先生方もおかしいと思っています。 

保護者の会も保育士の先生方も当初の予定のまま、児童会館と保育園の建て替えを切に願っております。現地建て替えの

方が税金も１４億円以上節約でき、子ども達の命も守れます。今ならまだ間に合います。高島市長の暴政を止めるためにも、

百条委員会を立ち上げるなど、もう一度、候補地を再考してもらい、福岡市の子ども達の未来を守ってほしいと願う保護者と保

育士の先生達の気持ちを市長や市議会議員の方々、そして市民の方々に訴えたいと思います。 



 

提出日時 
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 
 2013 年７月 2５日（木） 随時 
 場所：  福岡市役所内 
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

ここに至るまでの経緯や西鉄も絡んだ 41 億 5 千万円の事業の件はブログにも書いていますので、ぜひご覧ください。 

http://fukuoka-hoikuen.com/iten/  

 

【本件に関するお問い合わせ】 

 中央保育園保護者の会 会長 堀田（ほりた）             メールアドレス   ： fukuoka.hoikuen@gmail.com  

                                        お電話での問い合わせ： 090-6429-7777（堀田） 


